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広告

　
毎
日
し
て
い
る
抱
っ
こ
。
腰

や
肩
、
痛
く
な
い
で
す
か
？

ち
ょ
っ
と
し
た
体
の
使
い
方
で

こ
ん
な
に
変
わ
る
！
骨
盤
ケ
ア

で
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に

な
る
！
そ
ん
な
時
間
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
？

日
時
　
２
月
４
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

講
師
　
大
平 

昌
子 

先
生
　 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
、
タ
オ
ル
１
枚
、

　
飲
み
物
（
運
動
し
や
す
い
服
装
）

申
込
み
　
１
月
12
日
（
火
）
〜
１
月
29
日
（
金
）

対
象
　
生
後
10
ヵ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

　
お
母
さ
ん
（
市
民
の
方
に
限
る
）

定
員
　
10
組
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

　
日
常
生
活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
て
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
１
月
26
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
15
時

内
容
　
サ
ラ
サ
ラ
血
液
を
作
ろ
う

　
〜
中
性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
お
話

申
込
み 

１
月
12
日
（
火
）
〜
１
月
22
日
（
金
）

対
象
　
市
民
の
方
　
　
　
　

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

※

電
話
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。
定
員
（
20

名
）
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
ご
参

加
で
き
な
い
方
に
の
み
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

日
時
　
１
月
17
日
（
日
）　
13
時
30
分
〜

場
所
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
大
会
議
室

講
師
　
田
中 

章
二 

氏
（
和
歌
山
県
教
育
委
員

　
会
エ
ク
セ
レ
ン
ト
コ
ー
チ
）

演
題
　『
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
　
〜
３
人
の
子
ど

も
を
五
輪
選
手
に
育
て
た
子
育
て
の
秘
訣
〜
』

定
員
　
先
着
１
０
０
名
（
予
定
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
１
月
８
日
（
金
）
ま
で

主
催
　
県
教
育
委
員
会
、
市
教
育
委
員
会

※
託
児
も
承
り
ま
す
。

　
　
　
　
生
涯
学
習
課
　
℡
22 

ー 

３
７
６
１

　
３
５
０
回
目
を
迎
え
る
『
お
日
待
ち
』
が
矢

櫃
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。『
お
日
待
ち
』で
は
、

地
区
の
青
年
た
ち
が
朝
早
く
か
ら
海
中
に
入
っ

て
心
身
を
清
め
、
揃
っ
て
南
龍
神
社
に
参
詣
す

る
と
い
う
伝
統
的
な
催
し
（
通
称
：
裸
参
り
）

が
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
１
月
10
日
（
日
）
９
時
頃
〜

場
所
　
矢
櫃
漁
港
付
近

　
　
矢
櫃
自
治
会
、
経
営
企
画
課
　

℡
22 

ー 

３
７
３
１

■
資
料
か
ら
読
み
解
く
浄
妙
寺
・
多
宝
塔
と

　薬
師
堂
の
歴
史

展
示
期
間
　
１
月
23
日（
土
）〜
３
月
21
日（
日
）

※

企
画
展「
大
集
合
！
！
獅
子
づ
く
し
」も
開
催
中
。

場
所
　
郷
土
資
料
館
　

時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時
（
水
曜
休
館
）

※

展
示
替
え
の
た
め
１
月
14
日
（
木
）
〜
１
月

　
22
日
（
金
）
は
休
館
し
ま
す
。

　
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
３
２
１

『
そ
の
火
事
を

　防
ぐ
あ
な
た
に

　金
メ
ダ
ル
』

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防

と
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
車
両
行
進
及
び
一

斉
放
水
訓
練
は
実
施
せ
ず
、
規
模
を
縮
少
し
た

う
え
で
式
典
の
み
を
実
施
し
ま
す
。

※

一
般
の
方
の
ご
来
場
は
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ

　
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
11
日
（
月
・
祝
）
10
時
〜

場
所
　
市
民
会
館
　
紀
文
ホ
ー
ル

問
　
消
防
本
部
　
℡
83 

ー 

０
１
１
９

　
受
験
資
格
や
試
験
期
日
、
受
付

期
間
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
　
有
田
募
集
案
内
所
　
℡
82 

ー 

６
６
３
１

募
集
定
員
　
園
芸
学
科
　
30
名

　
　
　
　
　
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
　
10
名

受
験
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
３
月
ま

　
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

出
願
期
間
　
２
月
10
日（
水
）〜
２
月
18
日（
木
）

試
験
日
　
３
月
３
日
（
水
）

試
験
会
場
　
農
林
大
学
校
　
農
学
部

　
　
　
　
県
農
林
大
学
校
農
学
部

℡
０
７
３
６ 
ー 
２
２ 
ー 

２
２
０
３

問問 問

問

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に
な
る
講
座

　
　
　 
〜
か
ら
だ
の
基
本
は
骨
盤
か
ら
〜

血
管
美
人
教
室

令
和
３
年
有
田
市
消
防
出
初
め
式

自
衛
官
候
補
生

和
歌
山
県
農
林
大
学
校
　

　
　
　
　
　
　 

農
学
部
（
２
年
制
）
学
生

「
子
育
て
応
援
講
演
会
」
開
催

矢
櫃
地
区
『
お
日
待
ち
』

浄
妙
寺
多
宝
塔
修
理
竣
工
85
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

記
念
特
別
展
開
催

教

　室

イ
ベ
ン
ト

募

　集

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

お
お
ひ
ら
し
ょ
う
こ

た
な
か

し
ょ
う
じ

　部門生徒実行委員会委員長からのメッセージ
　文芸部門では、各高校が独自の部誌を作成し、校内で配
布するとともに、県内で交流会を行っています。本大会では、
文学研修で和歌山の文化史跡を周遊し、翌日には散文、詩、
短歌、俳句、部誌の五部門に分かれて分科会で交流を行い
ます。部門生徒実行委員会も発足し、積極的に準備を進め
ているところです。12月にはプレ大会を開催し、県内の文
芸部員全体が一致団結して総文祭を成功させるのだという
強い気持ちを持つことができました。大会開催に向け、全力
で頑張っていきます。　　　炭

すみ

 捺
なつ き

希（海南高等学校　２年）

　　開催期間：７月31日（土）～８月６日（金）
　総合開会式などの開会行事をはじめ、22の部門大
会が本県で初めて開催され、芸術文化活動に取り組む
高校生が日頃の成果を披露します。
　　有田市では文芸部門の大会が開催されます。
　　文芸部門：８月１日（日）～８月５日（木）
　　会場：市民会館、文化福祉センター

もう一度確認したい感染防止対策と人権への配慮　 　　保健センター ℡82-3223
新型コロナウイルス感染症長期戦に向けた

昨年末から、第３波の感染拡大が全国的に発生しています。
今一度、市民一人ひとりが感染防止対策に取り組み令和３年も健康で楽しい生活を過ごしましょう！

引用元：内閣官房 感染リスクが高まる「５つの場面」　（https://corona.go.jp/proposal）

コロナに

打ち勝つ！

＜感染リスクが高まる５つの場面に特に気をつけましょう＞

＜感染防止対策の７つの基本行動＞

＜相談窓口を活用しよう＞　心配で不安な日が続くようでしたら一人で悩まず相談してみましょう。

①有田市保健センター
℡82-3223（平日8時30分～17時15分）

　　　心の健康に関する相談窓口

②はあとライン電話相談（県自殺対策推進センター）
　　℡0570-064-556 （365日24時間）
　　　生きづらさを感じておられる方など

手洗い 咳エチケット 換気 外出控え 密集回避 密接回避 密閉回避

問

場面①　飲食を伴う懇親会等 場面②　大人数や長時間に及ぶ飲食

場面③　マスクなしでの会話 場面④　狭い空間での共同生活 場面⑤　居場所の切り替わり

長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、

深夜のはしご酒では、短時間の食事に

比べて、感染リスクが高まります。

特に、区切られている狭い空

間に長時間、大人数が滞在す

ると感染リスクが高まります。

<STOP！コロナ差別＞
　感染者やそのご家族、関係者、医療従事者等に対して、不当な扱いをする、SNSなどに誹謗中傷の書き込
みを行うといった差別やいやがらせ、いじめは決して許されません。差別や偏見が拡がることは、人々の不
安をあおり、感染拡大防止の妨げにもなりかねません。
　誤った情報や不確かな情報に惑わされて人権侵害につながることがないよう、正しい情報に基づいた冷静
な判断のもと、お互いを思いやる気持ちをもって行動しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　コロナ差別相談ダイヤル　℡073-441-2563（平日９時～17時45分）
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